







『デジタル時代の教育』Bates, A.W. （著） Kamiya, K. 他（編） （2020） （第 8
章翻訳）／「遠隔授業におけるツール選択と同期／非同期モードの学習活動に



















この「判断」と関わるのが、 「常態化 （Normalization） 
を目指す」という4つめの指針である1。「常態化」と
は、 あるテクノロジーが （特別な） テクノロジーとし
て意識されないほど、 当たり前に使われている状態の














MindMup2 の UI は直感的で非常に使いやすい。自分
用なら「紙に手書き」だが、 授業のグループワークな
らどうだろう。学生は面白がるかもしれないが、 使い





     
1 残り 6 つの指針は「機器は消耗品と考え、どんどん使う／教材は保存・蓄積し、共有・再利用する／人と人をつなぐ／繰り返しに利用する／認知のメカ
ニズムに合わせる／学習の個別化を進める」である。 （竹内 , 2012）  

































た、 もともと2020年度から導入予定だった Microsoft 










● S： Students：ニーズや環境的な状況、 学習スタイルなど
● E： Ease of use：教員、 学習者双方にとって、 どの程度直感的に使える
か、 技術サポートがあるかなど
● C： Costs：経費・時間 （労力）
● T： Teaching functions ：教育効果 （※高い教育効果が見込めても、 学
習者が利用できなければ意味がない。アクセスと使いやすさの方が
選択基準としては優先される。） 
● Ｉ ： Interaction：学生と教材、 学生と教員、 学生同士
● O： Organisational issues：機関の方針、 提供しているメディア、 専門
家のサポート
● N： Networking：ソーシャルメディアの利用、 授業の枠を超えた学習者
グループ、 外部とのつながり、 オープンな教材
● S： Security and privacy
3 Scharf の Concept Mapping より。



































非常に使いやすい （E）／慣れ （E）／ Google 
アプリとの連携 （E） Teams のタブ追加が今ひとつ （E） 
Teams




クラスノートブック ★課題機能・成績簿との連携（E）（T） UI が直感的でない（E）／ ★端末を選ぶ （S）（E）
グループワーク
（会話練習）
Zoom ブレイクアウトルーム （E）（T）／★ Teams 








































語 II （English for Homestay）」での事例である。この
授業の目標は表2に示す3点であるが、 ここでは2番






























● 今年の GW といつもの GW  
● 昨日 （先週） の出来事
● 感想や感情の表現の復習 （流暢性重視の練習）
● 自由会話 （これまでのトピックの復習） 
● 旅行 （現在・過去・未来の使い分け） ：大量の質
問に対する答えを準備





会話を始められない学生はいるのだが、 “Hi, I’m xxx” 
と手振り＋笑顔付きで始めるようにと、 やって見せな
がら指示を与えると大抵はスムーズに会話練習に入
れる。が、 遠隔でカメラオフの場合、 言葉で “Hi, I’m 
xxx” というだけではアイスブレイク効果が弱い。ま











a） 内 容 的：（ 例 ） 共 通 点 を3つ 見 つ け る ／
Golden Week について意見交換する


































トで行った（1, 2b, 3, 4, 5, 6）7。
図6は、 グループワーク （インタビュー） の成果を
使う課題である。1つめはインタビューの結果をまと
めるもので会話をしながら書き込むこともできる。2
番目は他の人の話も踏まえて、 自分の GW についてあ
らためて振り返るライティングである。インタビュー
にきちんと取り組んでいないと、 これらの課題に進め





トチャットでのフィードバックも行った（1, 2a, 2b, 2c, 















8 vSquare 課題 （週 2 回の参加を課した） や英語の音声知覚向上のための練習 （洋楽リスニング）との相乗効果がうまく働いたのかもしれない。




























































































































最後に、 Teams の FD 的な利用について触れてお





























































学教員チームの40 ～ 50% の先生方がチームを訪れて
くださっている （8/19： 40名、 8/24： 31名、 8/27： 
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感、 そして SECTIONS （Bates, 2020）および「8つの
指針 ]（竹内 , 2012） を考え合わせると、 素案として
は、 自動採点式クイズは Google Forms、 教材配信は 
Teams のテキストチャット（＋ Google Sites）、 グルー
プ会議は Teams （＋ Zoom） の組み合わせになりそう
である（2節）。また語学教員コミュニティに刺激を受
けつつ、 授業の目的に即して学習活動を吟味し、 秋学
期の遠隔授業のより良いレシピを作っていこうと考え
ている。
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